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機構に関わっていると考えられる Kallikrein (Klk) に
注目した。 
 Klk は 15 個の機能的な遺伝子によってファミリー
を形成しており，セリンプロテアーゼ活性を持つ分
泌性のタンパク質をコードしている。特にマウス
(Mus musculus)においては，Klk ファミリーの 1 つで
ある Klk1 が遺伝子重複を起こし，14 個の機能的遺伝














図 1 マウスの Kallikrein ファミリー遺伝子座の模式












図 2 マウス顎下腺におけるKlk 1 mRNA発現の局在。 
ヘマトキシリン - エオシン染色 (A,B) と in situ 
hybridization(C, D)。C：DIG で標識した Klk 1 アンチ
センス RNA プローブ。D：センス RNA プローブ。
Bar=50µm。 
 















Dulbecco 改変 Eagle 培地と Ham F12 培地の 1:1 混合
の培養液で培養した。 
Estradiol-17β(E2)は Sigma-Aldrich (St. Louis, MO, 
USA)から購入し，培養細胞に 12 時間作用させた。 
 
RNA 抽出と逆転写 
 TriPure Isolation Reagent (Roche)を用いて行った。採
取した組織は液体窒素で急速凍結し，乳鉢で粉砕し






を 抽 出 し た 。 RNA は Thermoscript Reverse 
Transcriptase (Invitrogen, CA, USA)により逆転写した。 
 
PCR 増幅 
Klk1 の特異的プライマー(FP, CAGCAAAGCCA 
TCCCTCAC; RP, ATGATGTGATACCTTGGAGA)を用
いて Blend Taq (TOYOBO)により RT-PCR 法により増
幅した。内部標準としてリボソームタンパク質














子宮から RNA を抽出し，RT-PCR によって Klk1 




図 3 発情周期による Klk1 mRNA 発現の変化。発情
期(Estrus)と発情間期(Diestrus)。各 mRNA は，半定量




マウス子宮内膜細胞における E2 による Klk1 mRNA
発現に及ぼす効果 
 子宮内膜の上皮細胞と間質細胞に E2(10-9M)を投
与し，12 時間後の Klk1 mRNA の発現を半定量
RT-PCR 法により解析した。子宮内膜上皮細胞，間質








における E2 投与による Klk1 mRNA 発現の変化。各
mRNA は，半定量 RT-PCR 法により測定し，Rpl19 






における Klk1 は E2 により発現が促進されることが
明らかとなった。発情期において，発情間期と比べ










growth factor 1 (IGF1)の結合タンパク質であり，IGF1
による子宮内膜細胞の増殖を抑制する[10]。子宮内膜
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